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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-25 高等学校 数学科 数学Ⅱ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅱ327 改訂版 数学Ⅱ 

 

１．編修の基本方針 

以下の３つを基本方針に据え，確実な数学的教養の育成を目指した。 

 

 
 
 
 
 
 

また，編修に際しては，以下の点に留意する方針とした。 

(1) 数学的なものの見方，考え方を具体的に理解できるような展開，説明を心がけ，数学のよさ

と数学を学習することの面白さが体験できるようにする。 

(2) 生徒の学習意欲を喚起するように，基礎的な内容から難しい内容まで幅広く段階的に取り上

げる。また，応用的な内容，難しい題材を取り上げる際にも，数学の本質を理解できるよう，

より平易な計算になるように配慮する。 

(3) 論理的な考察を心がけ，生徒の負担とならない範囲で，厳密な説明をするように留意する。 
 
 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 

前見返し 地震の多い国に住んでいることを

意識させるとともに，そのための

素養として地震のマグニチュード

とそのエネルギーの関係を理解で

きるようにした（第５号）。 

出土された遺物の年代を推定する

のに，数学や理科で学ぶことが使

われることを示した。最後は自ら

計算して年代を推定してみる問い

として，主体的な学びを促すよう

にした（第１号，第２号）。 

大自然の中にある水力発電所の写

真を掲載して，我々の生活が自然

の恵みから成り立っていることを

意 識 さ せ る よ う に し た （ 第 ４

号）。 

前見返し 1 

 

 

 

 

前見返し 2 

 

 

 

 

 

前見返し 3 

第1章 式と証明 
 

イスラムの数学者フワーリズミー

の著作のタイトルの一部「アル=ジ

ャブル」が代数学（アルジェブ

5 ページ 

 

 

 

１  進学する生徒にとっても十分な数学的教養が身に付けられる。 
２  スムーズに着実に学べる。 

３  数学の理論や奥深さにも触れられる。 
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ラ）の語源になっていることを紹

介し，数学が世界共通の文化であ

ることを感じられるようにした

（第１号，第５号）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 複素数と方程式 代数方程式の解について，古代バ

ビロニアの時代から研究されてい

たこと，そして 19 世紀にガロアが

本質を解明するまで長い歴史をた

どったことを紹介し，数学が長い

歴史をもつ文化であることが感じ

られるようにした（第５号）。 

37 ページ 

第3章 図形と方程式 職業や生活に関連する内容とし

て，原料の在庫量の範囲における

最大利益を考える問題を取り上げ

た（第２号）。 

114 ページ演習問

題 15 

 

 

第4章 三角関数 加法定理から発展させて，平面上

の点の回転を扱い，より幅広い教

養が身に付けられるようにした

（第１号）。 

143 ページ研究 

第5章 指数関数と対数関数 何人もの数学者が，独立に，また

は互いに協力し合って，長い年月

を掛けて対数表を完成させ，世界

の科学技術の発展に寄与したこと

を取り上げた（第３号）。 

154 ページ 

 

第6章 微分法と積分法 導関数の公式を取り上げるだけで

なく，その証明についても触れら

れるようにして，どうして公式が

成り立つかを探求できるようにし

た（第１号）。 

複雑な積分の計算も工夫すると簡

単になることを取り上げ，自ら工

夫して効率的に結果を得る態度を

養えるようにした（第２号）。 

193 ページ研究 

 

 

 

 

232～ 233 ページ

研究 

答と略解 意欲のある生徒には自学自習もで

きるよう，問題・演習問題の答と

略解を掲載した（第２号）。 

236～243 ページ 

主な用語 主な数学用語の英語表現や用語に

関係するいくつかの話題を示し，

インターネットや英語の文献等で

グローバルに数学を調べてみよう

という場面に生かせるようにした

（第１号，第５号）。 

244～245 ページ 

索引 自ら振り返って学習もできるよう

索引を入れた（第２号）。 

246～247 ページ 

後見返し（常用対数表） 数学を具体的事象に活用する場面

で，常用対数の近似値が調べられ

るようにした（第２号）。 

後見返し 
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３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

基本方針にのっとり，以下の点に特に意を用いた。 

 
１ 進学する生徒にとっても十分な数学的教養が身に付けられる。 
やや程度の高い問題でも，その後の学習や進学後の学習に必要なものは，本文でしっ
かりと扱うようにした。 
●4 次方程式の解 （57 ページ） 

３次方程式に続いて，４次方程式の解法について

も，例題で詳しく扱った。 

●２つの円が外接・内接する条件 （97 ページ） 
外接・内接するという条件から円の方程式を求めさ

せる問題をしっかり取り扱った。 

●2 円の交点を通る円 （99 ページ） 
やや発展的な内容であるが，80 ページで類似の「２

直線の交点を通る直線」も扱っているので，それと

関連付けながらこの内容を指導することができる。 

●曲線と接線で囲まれた図形の面積 （229 ページ） 
数学Ⅱの微分・積分の総仕上げとして，３次関数の

グラフとその接線が作る図形の面積を例題で取り扱

った。 

 
 
本文外の「研究」や「発展」を学ぶことで，更に充実できるようにした。 
●方程式の解と共役な複素数 （60 ページ） 

最後の練習で，本文で学んだ問題の別解を考えさせ

ている。別解を考えることは，数学における探究的

な学びの１つと考えられる。 
●3 次方程式の解と係数の関係 （61 ページ） 

学習指導要領の範囲外の内容であるが，重要で応用

範囲の広い内容であるので，しっかりと扱った。 

●点の回転 （143 ページ） 
加法定理の応用として，平面上の点の回転を扱っ

た。加法定理を単なる計算だけの扱いに終わらせ

ず，課題解決のために活用できることを示した。 
●xnの導関数の公式の証明 （193 ページ） 

第１章で学んだ二項定理を利用して証明している。

確かな論証力の育成を目指した。 

●(x＋a)nの微分と積分 （232～233 ページ） 
積分の計算は間違えやすいが，工夫すると計算量が

減らせることを例示した。自分で工夫しようとする

態度が育成できるようにした。 

 
 
 
 

（229ページ） 

（143ページ） 

（193ページ） 
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２ スムーズに着実に学べる。 
スムーズに着実に数学的教養が身に付くよう，配列や題材を工夫している。 
●相加平均と相乗平均 （33 ページ） 

最初に具体的な２つの数の相加平均と相乗平均を見

せることで，あとの一般論へスムーズにつながるよ

うにした。 

●点と直線の距離 （82～83 ページ） 
公式を導くのにはいろいろな方法があるが，特殊か

ら一般を導くという，数学のよさが指導できる導き

方とした。 

●２つの円の位置関係 （96～97 ページ） 
２つの円の位置関係は数学Ａでも扱っているが，数

学Ⅱの学習内容と関連して改めて取り上げ，一層定

着できるようにした。 

●２つの円の共有点，その共有点を通る円 （98，99 ページ） 
左右のページで同じ２つの円を題材にして，左右のページを対比しながらスムーズに説明

ができるようにしている。 

 

 

 
            
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
３ 数学の理論や奥深さにも触れられる。 
●定理や公式の証明 

定理や公式の証明は，なるべく省略せずにきちんと

扱い，論理的に考える力を養えるようにしている。 

●不等式の証明 （28 ページ） 
基本となる実数の大小関係から扱い，なるべく論理

性を保つ展開とした。 

 
 
 

 （98ページ） 

 （99ページ） 

 （33ページ） 

同じ円で対比 

 （28ページ） 
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●コラム 

本文の内容に関連する興味深い話題をコラムとして

取り上げた。 

第４章のコラム「振動現象と三角関数」では，音の

大きさや高さ，音色が，音の波形とどのような関係

があるかを写真で見せて，興味がもてるようにし

た。 

また，第２章のコラム「複素数によって説明される

現象」では，電子のような微小な粒子で起こる不思

議な現象の説明に複素数が使われることに触れた。 

●章とびら 
章とびらでは，その章の内容に関連する数学者や数

学の発展の歴史などを紹介し，その章を学ぶ動機づ

けになるようにしている。 

第１章「式と証明」では９世紀頃のイスラムの数学

者フワーリズミーの著作『アル=ジャブルとアル=ム

カバーラの書』の題名にある「アル =ジャブル」

が，後の代数学（アルジェブラ）の語源となったこ

とにも触れ，学習者の興味が喚起できるようにし

た。 

●見返し 
見返しは，カラー写真とともに，身の回りに現れる

数学や，数学の実社会への応用，数学の歴史などを

紹介している。 

指数関数・対数関数の話題としては，「炭素年代測

定法」を取り上げた。遺跡から発掘された土器など

の遺物の年代を推定するのに，数学と理科で学ぶこ

とが活用されることを説明した。また，最後は自分

で計算して年代を推定させる問いかけにして，主体

的な学びを促せるようにした。 

 
 

４ ユニバーサルデザインに関する取り組み 
●色づかい 

色覚の個人差を問わず多くの人に見やすい

よう，カラーユニバーサルデザインに配慮

した。 

●文字 
本文等に，多くの人に見やすく読みまちが

えにくいデザインの文字（ユニバーサルデ

ザインフォント）を使用した。横画が通常

のフォントより太く，視認性・可読性に優

れている。 

 

 （144ページ） 

 （5ページ） 

 （前見返し） 

通常のフォント 

ユニバーサルデザインフォント 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-25 高等学校 数学科 数学Ⅱ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅱ327 改訂版 数学Ⅱ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 
１ 全般的な留意点 
１ 基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深めることができるよう，既習事項

との接続ならびに各学習事項の体系にも留意した。 

２ 事象を数学的に考察し表現する能力を高めることができるよう，用語・記号の定

義や本文の説明，練習問題は，単純平明で理解しやすい内容を心がけた。 

３ 知識・技能の習得だけに偏ることを避け，数学のよさを認識し，それらを積極的

に活用することができるよう，章扉やコラム，見返しの内容も生徒が興味をもてる

ような題材にした。 

４ 数学的論拠に基づいて判断する態度が育つよう数学的な厳密さを重視し，本文の

説明，展開および例題の解答に論理的な飛躍や不統一な記述が生じないよう特段の

配慮をした。 

 

２ 教科書の特色 
１ 教材を精選し，単純平明な例によって，基本概念を理解し把握することが容易に

なるように配慮した。 

２ 既習事項との関連を重視し，多少重複しても，基礎的な事項について体系的にか

つ正確に学習が行われるように配慮した。 

３ 生徒の自学自習によっても理解できるように，例・例題・応用例題とその解説・

解を多くし，また教材の選定・配列には十分注意した。 

４ 図版やカットを多数挿入し，視覚的にも理解を容易にするように配慮した。 

５ 数学の体系を大きく把握できるように，章・節の分け方を工夫し，小項目を設け

た。 

６ 重要な事項は，枠で囲んだり，ゴチック活字を用いたりして，強調するようにし

た。 

７ 学習事項と関連させて，各章の初めに数学史や挿話を記載し，歴史的背景も解説

できるようにした。更に，いくつかのコラムを入れて，生徒の本文内容への関心を

喚起するように努めた。 

８ 学習事項と関連した内容を，「研究」として挿入した。また，高等学校学習指導

要領の範囲を超えた事項を，「発展」として扱った。これらは必修学習事項の枠外

としたが，意欲的な生徒の興味を刺激し，高度な数学への関心を高めるように工夫

した。 

９ 数学の学習には，生徒が独力で問題を解くことが重要である。本書ではそのため

の問題を，練習・問題・演習問題の３種に分け，平易なものを中心に精選し，学力
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の定着と増進を図った。 

１０ 色覚の個人差を問わず多くの人が見やすいよう，カラーユニバーサルデザイン

に配慮した。また，本文の和文書体として，多くの人が見やすく読みまちがえにく

いデザインの文字（ユニバーサルデザインフォント）を用いた。 

 

３ 教科書の構成要素 
[例] 本文の理解を助けるための具体例である。 

[例  題] 基本的な問題，および重要で代表的な問題である。「解」「証明」は，解

答の簡潔な発表形式の一例である。 

[応用例題] 代表的でやや発展的な問題である。「解説」には，解答の根拠になる事柄

や解答の方針などを記してある。「解」「証明」については，例題と同様

である。 

[問] 本文や例・例題・応用例題の内容を補足するもので，例・例題・応用例題

とともに，本文の理解を深めるための重要な教材である。よって，指導者

のもとで学習することが望ましい。 

[練  習] 例・例題・応用例題・問の内容を反復学習するための問題である。よっ

て，例・例題・応用例題・問を学んだのち，まず学習者自身で練習するこ

とが望ましい。 

[問  題] 各節の終わりにあり，その節で学んだ内容全体にわたって，学習事項を身

につけるための問題である。本文の内容の反復練習が中心である。本文の

関連するページも示した。 

[演習問題] 各章の終わりにあり，Ａ，Ｂに分かれている。Ａはその章で学習した内容

全体の復習問題である。Ｂは既習事項の総合的な復習問題や応用的なやや

程度の高い問題である。 

[研  究] 本文の内容に関連したやや程度の高い内容を取り上げた。場合によっては

省略してもよい。問題や演習問題で研究に関する内容を扱う場合は， 

を付した。 

[発  展] 高等学校学習指導要領における数学Ⅱの範囲を超えた内容を扱った。すべ

ての学習者が一律に学ぶ必要はない。 

[コ ラ ム] 本文の内容に関連した興味深い話題を取り上げた。 

 

４ 各章において配慮した点 
第１章 式と証明 式と計算／等式と不等式の証明 

整式の乗除と分数式の加減乗除に関する基本事項と，恒等式や不等式の意味を理解

させることを主眼とした。恒等式や不等式の証明における基本技能を習得させるこ

とにも力を注いだ。 

第２章 複素数と方程式 
２次方程式の解の公式について解説する中で，判別式の果たす役割の重要性が自然

に理解できるよう配慮した。また，因数定理と剰余の定理についてもこの章で解説

し，これらを用いて，ある種の高次方程式が解けることも説明した。複素数につい

ては，簡単な性質を述べることと２次方程式が複素数の範囲では必ず解をもつこと

を示す程度の扱いとした。 

第３章 図形と方程式 点と直線／円／軌跡と領域 

座標と方程式を用いると，直線や円についての図形の問題を計算的手法で扱えるよ
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うになることを理解させることが，この章の主な目標である。更に，軌跡，不等式

の表す領域なども取り上げ，座標平面についての幅広い理解力を高めることにも努

めた。 

第４章 三角関数 三角関数／加法定理 

回転の角としての一般角と，円弧の長さをもとに角を計量するラジアンを解説した

後，数学Ⅰにおける三角比をもとにして三角関数を導入した。周期性やグラフの特

徴など，三角関数を関数として十分に理解させることを主眼とした。加法定理を中

心として，三角関数の間の関係を明らかにするよう努めたが，単なる公式の羅列に

終わらないよう注意した。 

第５章 指数関数と対数関数 
指数の拡張の解説を通して，指数法則についての理解を深め，自然に指数関数の概

念に導かれるよう配慮した。指数関数のグラフを用いて，対数関数への導入を行

い，両者の関係が十分に理解されるよう工夫した。更に，常用対数とその応用にも

触れた。 

第６章 微分法と積分法 微分係数と導関数／導関数の応用／積分法 
微分係数の幾何学的な意味を解説し，それが広い応用をもつことを理解できるよう

工夫した。更に，微分法の逆としての積分法がどのようにして面積と結び付くのか

という点を，正しく理解できるように十分な配慮をした。なお，４次関数のグラフ

や，３次関数のグラフに関する面積（３次関数のグラフと接線で囲まれる部分の面

積）も本文で扱い，十分な演習ができるようにした。 

 

２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第 1 章 式と証明 
第 1 節 式と計算 
第 2 節 等式と不等式の証明 

 

２ 内容 

(1) いろいろな式 

ア 式と証明 

(ｱ) 整式の乗法・除法，分数

式の計算 

(ｲ) 等式と不等式の証明 

３ 内容の取扱い 

(1) 内容の (1)のアについて

は，関連して二項定理を扱う

ものとする。 

5～36 ページ 16 

第２章 複素数と方程式 

 

２ 内容 

(1) いろいろな式 

イ 高次方程式 

(ｱ) 複素数と二次方程式 

(ｲ) 因数定理と高次方程式 

［用語・記号］ 虚数，i 

37～64 ページ 14 

第３章 図形と方程式 
第 1 節 点と直線 
第 2 節 円 
第 3 節 軌跡と領域 

 

２ 内容 

(2) 図形と方程式 

ア 直線と円 

(ｱ) 点と直線 

(ｲ) 円の方程式 

イ 軌跡と領域 

65～114 ペー

ジ 
26 
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 第４章 三角関数 
第 1 節 三角関数 
第 2 節 加法定理 

 

２ 内容 

(4) 三角関数 

ア 角の拡張 

イ 三角関数 

(ｱ) 三角関数とそのグラフ 

(ｲ) 三角関数の基本的な性質 

ウ 三角関数の加法定理 

３ 内容の取扱い 

(3) 内容の (4)のウについて

は，関連して三角関数の合成

を扱うものとする。 

115～154 ペー

ジ 
22 

第５章 指数関数と対数関数 

 

２ 内容 

(3) 指数関数・対数関数 

ア 指数関数 

(ｱ) 指数の拡張 

(ｲ) 指数関数とそのグラフ 

イ 対数関数 

(ｱ) 対数 

(ｲ) 対数関数とそのグラフ 
［用語・記号］ 累乗根，logax 
３ 内容の取扱い 
(2) 内容の (3)のイについて
は，常用対数も扱うものとす
る。 

155～180 ペー

ジ 
14 

第６章 微分法と積分法 
第 1 節 微分係数と導関数 
第 2 節 導関数の応用 
第 3 節 積分法 

 

２ 内容 

(5) 微分・積分の考え 

ア 微分の考え 

(ｱ) 微分係数と導関数 

(ｲ) 導関数の応用 

イ 積分の考え 

(ｱ) 不定積分と定積分 

(ｲ) 面積 

［用語・記号］ 極限値，lim 

３ 内容の取扱い 

(4) 内容の (5)のアについて

は，三次までの関数を中心に

扱い，イについては，二次ま

での関数を中心に扱うものと

する。アの(ｱ)の微分係数につ

いては，関数のグラフの接線

に関連付けて扱うものとす

る。また，極限については，

直観的に理解させるよう扱う

ものとする。 

181～235 ペー

ジ 
28 
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編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-25 高等学校 数学科 数学Ⅱ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅱ327 改訂版 数学Ⅱ 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに示す事項 ページ数 

61 

 

3 次方程式の解と係数の関係 

 
１ 

２ 内容 

(1) いろいろな式 

イ 高次方程式 

(ｲ) 因数定理と高次方程式 

 
1 

 

148， 
149 

 

和と積の公式 

 
１ 

２ 内容 

(4) 三角関数 

ウ 三角関数の加法定理 

３ 内容の取扱い 

(3) 内容の(4)のウについては，

関連して三角関数の合成を扱うも

のとする。 

 
2 

186， 
187 

 

関数の極限値 

 
１ 

 

 

２ 内容 

(5) 微分・積分の考え 

ア 微分の考え 

(ｱ) 微分係数と導関数 

３ 内容の取扱い 

(4) 内容の(5)のアについては，

三次までの関数を中心に扱い，イ

については，二次までの関数を中

心に扱うものとする。アの(ｱ)の

微分係数については，関数のグラ

フの接線に関連付けて扱うものと

する。また，極限については，直

観的に理解させるよう扱うものと

する。 

 
2 

 合 計 5 

 （「類型」欄の分類について） 

  １…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習

内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

  ２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 


